
 

 

 

 

 

卒業おめでとうございます 
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嬉野市青少年弁論大会 
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学校教育目標「夢に向かう颯爽とした生徒の育成」 

校訓 今日の一日に最善を尽くそう  

No15  令和 6年 3月 7日 

文責 校長 山浦 修 

嬉野中学校便り 

颯爽 

2月 3日に嬉野市青少年育成弁論大会が開催され、嬉野中学校を代表して、2年

生の井手琴音さんが発表してくれました。すばらしい内容で私自身、命について

考える良い機会になりました。また、2年生の橋本篤輝さんの内容は、これからの

嬉野の未来に期待をもちたくなるようなものでした。2 人の発表内容を一部では

ありますが、紹介します。 

 

題名：動物の小さな命     井手 琴音（最優秀賞） 

 私の夢は、動物の保護活動など、動物を助ける仕事に就くことです。そして、できる限り多くの人に「動

物の命の大切さ」を伝えていきたいと思います。どんな動物でも生きていること、小さい命がそこにある

ということ、私たちがとる行動の一つ一つに大きな責任があることを理解してもらえるように、私自身も

もっと多くのことを学んでいきたいと考えています。「命には責任が伴う。」人も動物も同じです。「生まれ

た時に喜ばれる動物」を増やしたい、それが、今の私の願いです。 

 題名：嬉野の未来のために   橋本 篤輝（最優秀賞） 

大切なことは、今から成長していく僕たち一人一人が生まれたこの町を愛し、自分でできることが何か

考えることです。経済も社会も環境もどれも大切です。更に豊かで住みやすい嬉野にするために、僕は、

まずたくさんのことを学び、視野を広げていかなければならないと思います。日頃、意識しなければ気付

かないようなことに気づけるようになり、周りをよく見て行動できる人になりたいです。そして、嬉野に

住む一人として、嬉野に必要な人に成長できるよう努力したいと思います。 

3年生への「ありがとう」のメッセージが玄関フロアに掲示されて

います。 

「学校を引っ張って下さってありがとうございました」 

「委員会の活動を引っ張って下さりありがとうございました」 

「高校に行っても、勉強に部活にがんばって下さい」など、たくさ

んの感謝の言葉や励ましの言葉がありました。1・2 年生に感謝され

る最上級生であったということです。ありがとうございました。 

また、3月 5・6日に、一足早く進路を決めた 3年生が、「立つ鳥跡

を濁さず」という言葉のとおり、今まで使用した教室や廊下、ロッカ

ーなどをきれいに掃除してくれました。その姿を見ていると、嬉野中

学校を支えてきた最上級生としての自覚と責任を感じました。 

あっという間の 3年間でしたが、心や身体は、たくましく、立派に

成長しました。 



3月の全校集会で 

 3月の全校集会で、次のような話をしました。 

先日、福岡に行った帰りに、高速道路の基山パーキングエリアに寄りました。私がトイレに行こうとしたと

き、外でお饅頭を売っていた方が、後片付けをされていたのが目に入りました。すでに道具類は全て片付けて

しまい、コンクリートの地面をほうきで掃いておられました。私はトイレを済ませて、コンビニで買い物をし

て車に戻ったのですが、まだ掃き掃除をされていました。広さにして教室の 1/4程度です。薄暗い中で、その

程度の広さの地面を 10分以上かけて、黙々とほうきで掃いておられたのです。     

私は、食べてもないのですが、このお店のお饅頭はきっとおいしいんだろう、次、このパーキングに寄った

ら、この店のお饅頭を買おうと思いました。 

同じような話を 2 月 27 日、轟小学校で行われた会議の中で聞くことができました。これは、生徒の皆さん

の行いに関係があります。 

最近、嬉野町に移住をしたい、嬉野に引っ越して住みたいと思う方がおられたそうです。その理由の一つが

生徒の皆さんの普段の行動にあったそうです。 
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※「颯爽」第 14 号 返信欄より お忙しい中にありがとうございます。 

○学校説明会は、選択の幅が広がったことと、本人の気持ちの変化もあり、子供と共有できる機会となりました。

ありがとうございます。                                (１年生保護者) 

○先日の高校説明会は都合で行けなかったのですが、持ち帰ったパンフを見ながら現実となってくるなあと実感

しました。まだ、本人が将来のことについては考えがまとまっていない様子、親子でよく話しながら決めていこ

うと思います。                                    (２年生保護者) 

○あっという間の 3 年間でした。入試もまだまだと思っていたのに、あと 2 週間となりました。残りの時間悔い

なく頑張って、合格発表では笑っていてほしいです。颯爽毎回楽しみでした。 

○私達大人も「一言、一言」を大切にしたいですね。                   （3 年生保護者） 

3年生へは最終号です。これまでいただきました温かな返信、励みになりました。ありがとうございました。 

   

主な表彰（3月 7日現在） 入賞おめでとうございます 

○第 64回学童美術展（立体作品）県審査 

 特選 3年 村枝 詩菜  山下 咲季  2年 武藤 琥珀 

 準特選 3年 下田 美里  古河 優里  西野 未菜実  江口 心菜  2年 中嶋 望月 

○新年書き方会 県審査 

 毛筆 特選 3年 宮崎 陽万里  硬筆 入選 １年 橋本 結花  山下 すみれ 

皆さんは、横断歩道で車が止まってくれたら、渡り終えたときに頭

を下げて、ありがとうの気持ちを表していますね。自転車に乗ってい

る人は、いったん降りて横断歩道を渡りますね。これらの行動に心を

打たれ、感動されて、嬉野に引っ越すことを決めたという話でした。 

皆さんは当たり前と思っているかもしれません。お饅頭の店の方も

来たときよりきれいにして帰ることが当たり前と思っておられたの

でしょう。しかし、その当たり前の行動が、人に感動を与え、人の心

を動かすことがあります。 

 


